
＜事業の内容 ・ イ メージ＞

９ 飼料作物の生産性向上支援

＜対策のポイント＞
〇 基本計画に基づき、畜産への国産飼料の供給拡大を図るためには、今後、労働力不足が深刻化する中でも、田畑をフル活用していく観点から、他作物
より省力的で地域に需要のある飼料作物の作付を拡大していくことが重要です。

〇 一方で、飼料作物の生産課題に対応した生産性向上に向けて、排水性向上など作物に適した栽培条件の改善や青刈りとうもろこし等の栄養収量の高い
草種への転換等の取組を推進することが必要です。

〇 このため、地域の実情に配慮して、生産性向上の取組に対し、収量に応じた面積払いにより支援します。

令和９年度予算概算要求額 事項要求（前年度 ー ）

 対象作物：

・青刈りとうもろこし、牧草、ソルゴー、子実用とうもろこしなど
・WCS用稲（飼料用米を除く）
※WCS用稲については、これまで水田活用直接支払交付金の中で助成を
実施してきたものです。飼料作物としての生産性の観点も踏まえ、専用
品種への転換を促します。

 支援対象者：

実需者との利用供給協定を締結し、生産性向上に取り組み※、飼料作物
の本作化を図る飼料生産者（自家利用を含む）

 ※排水性向上など作物に適した栽培条件の改善             
生産性の高い奨励品種の利用促進

 飼料生産組織やスマート技術による作業の効率化
 気候変動・獣害に対応した栽培 等

 支援単価等：

作物ごとに収量に応じた形で、農業者の努力が報われるものとなるよう支
援単価を設定します。

収量に応じた面積払い

※ 収量はロール数等を確認します
※ 基準単収は、地域の実情を踏まえつつ、作物ごとに設定します。
災害等のやむを得ない事情による単収減についても配慮します。

  なお、基準単収を一定以上下回る場合は支援は行いません。
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［お問い合わせ先］ 畜産局飼料課 （03-3502-5993）
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